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もくじ

　ゼフィルスと呼
よ

ばれるチョウを知
し

っていますか?　１年
ねん

に１回
かい

、初
しょ

夏
か

から梅
つ

雨
ゆ

のころに、雑
ぞう

木
き

林
ばやし

などに現
あらわ

れるシジミチョウのなかまのチョ
ウたちです。

　中
ちゅう

学
がく

生
せい

までは、魚
さかな

や水
すい

生
せい

昆
こん

虫
ちゅう

の採
さい

集
しゅう

と飼
し

育
いく

に熱
ねっ

中
ちゅう

していましたが、
高
こう

校
こう

生
せい

になってからチョウの美
うつく

しさにひかれ、チョウの採
さい

集
しゅう

に熱
ねっ

中
ちゅう

す
るようになりました。メダカやゲンゴロウを追

お

っていた里
さと

山
やま

の谷
や

戸
と

の
田

た

んぼで、目
め

の前
まえ

に舞
ま

い降
お

りたアカシジミを見
み

たことがきっかけで
す。緑

みどり

一
いっ

色
しょく

のイネを背
はい

景
けい

にした、あざやかなオレンジ色
いろ

が印
いん

象
しょう

的
てき

で
した。
　ゼフィルスには、オレンジ色

いろ

のはねをもつ種
しゅ

類
るい

のほかに、ぴかぴ
かと青

あお

色
いろ

や緑
みどり

色
いろ

に光
ひか

りかがやくはねをもつ種
しゅ

類
るい

がいます。雑
ぞう

木
き

林
ばやし

の
クヌギやコナラなどの広

こう

葉
よう

樹
じゅ

の樹
じゅ

上
じょう

にすんでいて、種
しゅ

類
るい

ごとに飛
と

び
まわる時

じ

間
かん

がちがいます。とくに、青
あお

や緑
みどり

のゼフィルスが、朝
あさ

日
ひ

や夕
ゆう

日
ひ

を浴
あ

びて宝
ほう

石
せき

のようにきらきらとかがやきながら飛
と

びまわる光
こう

景
けい

には、時
じ

間
かん

がたつのを忘
わす

れるほど魅
み

了
りょう

されました。

　採
さい

集
しゅう

をするためには、自
じ

分
ぶん

の身
しん

長
ちょう

の 3 倍
ばい

もある、長
なが

くて重
おも

い「つ
なぎ竿

ざお

」の捕
ほ

虫
ちゅう

網
もう

を使
つか

い、止
と

まっていそうな木
き

の枝
えだ

葉
は

をたたいて追
お

い出
だ

します。うでは重
おも

くなり、上
うえ

ばかり向
む

いているため首
くび

も痛
いた

くなり
ますが、採

と

れたときはつかれも痛
いた

さも忘
わす

れました。
　チョウを採

さい

集
しゅう

して雑
ぞう

木
き

林
ばやし

を歩
ある

きまわっていると、ノウサギやタヌキ、
イタチなどの小

しょう

動
どう

物
ぶつ

に出
で

くわしたり、キンランやヤマユリ、リンドウな
ど花

はな

の美
うつく

しい野
や

草
そう

に出
で

会
あ

ったりしました。目
もく

的
てき

のチョウが採
と

れなくて
も、いろいろな生

い

きものに出
で

会
あ

えたことが楽
たの

しい思
おも

い出
で

です。

　この本
ほん

は、そんな思
おも

い出
で

をもとに、里
さと

山
やま

に関
かん

する資
し

料
りょう

も参
さん

考
こう

にして、
「切

き

って育
そだ

てる」をくり返
かえ

していた、少
すこ

し昔
むかし

の里
さと

山
やま

の雑
ぞう

木
き

林
ばやし

の 1 年
ねん

と、
木

き

を切
き

ってからもとの林
はやし

にもどるまでの 20 年
ねん

をえがいたものです。
雑
ぞう

木
き

林
ばやし

を散
さん

策
さく

しているつもりになって、たくさんの生
い

きものをみつけ、
季

き

節
せつ

の移
うつ

り変
か

わりを感
かん

じてもらえると、うれしいです。切
き

られた林
はやし

が
育
そだ

っていくにつれ、そこに現
あらわ

れる生
い

きものが変
か

わっていくようすを、
じっくりと見

み

てください。
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前
まえ

見
み

返
かえ

し

里
さと

山
やま

の自
し

然
ぜん

雑
ぞう

木
き

林
ばやし

は「切
き

って育
そだ

てる」

後
うし

ろ見
み

返
かえ

し
昔
むかし

の雑
ぞう

木
き

林
ばやし

と今
いま

の雑
ぞう

木
き

林
ばやし

春
は る

初
し ょ

夏
か

夏
な つ

秋
あ き

冬
ふ ゆ

雑
ぞう

木
き

林
ばやし

の仕
し

事
ごと

雑
ぞう

木
き

林
ばやし

の生
い

きもの図
ず

鑑
かん

放
ほう

棄
き

された雑
ぞう

木
き

林
ばやし

おわりに
生
い

きもの用
よう

語
ご

集
しゅう

春
は る

伐
ばっ

採
さい

直
ちょく

後
ご

の

初
し ょ

夏
か

伐
ばっ

採
さい

直
ちょく

後
ご

の

育
そだ

っていく林
はやし

ドングリ
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早
は や

起
お

きしてあのクヌギに
一
い ち

番
ば ん

のり。

ハチに気
き

をつけろ。

虫とり
む　し

ミヤマクワガタのミヤマクワガタの
オスオス

クヌギクヌギ

ヒカゲチョウ

カナブンカナブン

カブトムシのオスカブトムシのオス

オニヤンマ
日
に
本
ほん
で最

さい
大
だい
級
きゅう
のトンボ。オスは

林
りん
縁
えん
の小

ちい
さな流

なが
れなどに沿

そ
って

一
いっ
定
てい
の距

きょ
離
り
を行

い
き来

き
し、メスを

待
ま
っている。

ハンミョウ
日
ひ
当
あ
たりのよい土

つち
の道

みち
などで見

み
られるコ

ウチュウ。歩
ある
いている人

ひと
の前

まえ
を案

あん
内
ない
する

ように、飛
と
び立

た
っては地

じ
面
めん
に止

と
まること

をくりかえすので「ミチオシエ」ともよ
ばれる。小

しょう
昆
こん
虫
ちゅう
などを捕

と
らえて食

た
べる。

ホシホウジャク

カラスアゲハのオス

ルリボシカミキリ
あざやかな空

そら
色
いろ
がめだつ美

うつく
しい

カミキリムシ。広
こう
葉
よう
樹
じゅ
の枯

か
れ木

き

や倒
とう
木
ぼく
、 伐

ばっ
採
さい
木
ぎ
などに集

あつ
まる。

樹
じゅ
皮
ひ
の割

わ
れ目

め
に産
さん
卵
らん
する。

タマムシ

ミドリカミキリ

キスジトラカミキリキスジトラカミキリ

オオスズメバチオオスズメバチ

クヌギクヌギ

クヌギクヌギ

ゴマダラチョウゴマダラチョウ

オオバギボウシオオバギボウシ

アオカナブンアオカナブン

ヒカゲチョウヒカゲチョウ

カナブンカナブン

ヒカゲチョウヒカゲチョウ

ヒカゲチョウヒカゲチョウ

クヌギクヌギ

カ
ブトム

シ
が

いたぞ。
クワガタもいるかもしれない。

大お
お き

い
ぞ。

い
た

ぞ
、

いたぞ。

コガタスズメバチ
オオスズメバチに似

に
た、やや小

ちい
さいスズメバチ。成

せい

虫
ちゅう
はおもに幼

よう
虫
ちゅう
が分

ぶん
泌
ぴつ
する栄

えい
養
よう
液
えき
のほか、クヌギ

などの樹
じゅ
液
えき
や花

はな
の蜜

みつ
を吸

す
う。昆

こん
虫
ちゅう
やクモを狩

か
るのは

幼
よう
虫
ちゅう
にあたえるため。巣

す
はおもに木

き
の枝

えだ
につくる。

クサギクサギ

コナラやクヌギのコナラやクヌギの
まきまき

コナラコナラ
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ア

アオオサムシ ……………………………… 8,18,36

地
じ

面
めん

を歩
ある

きまわるオサムシ。後
うし

ろばねが退
たい

化
か

してい

るので飛
と

べない。緑
みどり

や赤
あか

、黒
くろ

、銅
どう

色
しょく

など、いろいろ

な色
いろ

のものがいる。捕
と

らえた昆
こん

虫
ちゅう

などを食
た

べる。

アオカナブン ………………………………… 16,21

全
ぜん

身
しん

が金
きん

緑
りょく

色
しょく

からオレンジ色
いろ

がかった緑
みどり

色
いろ

にかがや

くカナブン。昼
ひる

間
ま

に活
かつ

動
どう

し、樹
じゅ

液
えき

に集
あつ

まる。幼
よう

虫
ちゅう

は

くさった材
ざい

を食
た

べる。

アオキ ………………………………………………… 62

樹
じゅ

林
りん

内
ない

に生
は

える低
てい

木
ぼく

の常
じょう

緑
りょく

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

。冬
ふゆ

に赤
あか

く熟
じゅく

す

実
み

は鳥
とり

が好
この

む。日
ひ

かげでも

育
そだ

つので、放
ほう

置
ち

された雑
ぞう

木
き

林
ばやし

には多
おお

い。

アオゲラ ……………………………………………… 62

平
へい

地
ち

から山
さん

地
ち

の樹
じゅ

林
りん

にすむキツツキのなかまで留
りゅう

鳥
ちょう

。おもに昆
こん

虫
ちゅう

を食
た

べ、木
き

の幹
みき

に穴
あな

を開
あ

けて巣
す

を

つくる。木
き

をたたくドラミング音
おと

を出
だ

すほか、ピョー

ピョーピョーと口
くち

ぶえのような声
こえ

で鳴
な

く。

アオジ ………………………………………………… 30

明
あか

るい雑
ぞう

木
き

林
ばやし

や草
そう

原
げん

にすむ留
りゅう

鳥
ちょう

。

昆
こん

虫
ちゅう

や植
しょく

物
ぶつ

の種
たね

などを食
た

べる。

冬
ふゆ

は、林
りん

床
しょう

で食
た

べ物
もの

を探
さが

す、小
ちい

さ

な群
む

れを見
み

ることが多
おお

い。

アオダイショウ …………………………………… 39

樹
じゅ

林
りん

や農
のう

地
ち

、農
のう

家
か

の天
てん

井
じょう

うらなどにすむヘビ。昼
ひる

間
ま

に活
かつ

動
どう

し、木
き

に登
のぼ

って小
こ

鳥
とり

や巣
す

の中
なか

の卵
たまご

を食
た

べる。

地
ち

上
じょう

では、ネズミやノウサギの子
こ

なども捕
と

らえる。

アオバズク
フクロウのなかまで夏

なつ

鳥
どり

。社
しゃ

寺
じ

林
りん

などの大
たい

木
ぼく

のうろに巣
す

をつくる。

夜
や

行
こう

性
せい

でカブトムシなどの大
おお

型
がた

の

昆
こん

虫
ちゅう

やカエルなどの小
しょう

動
どう

物
ぶつ

を食
た

べ

る。初
しょ

夏
か

の夜
よる

、ポーポー、ポーポーと鳴
な

きつづける。

アオバセセリ ……………………………………… 46

青
あお

緑
みどり

色
いろ

の大
おお

型
がた

のセセリチョウ。オレンジ色
いろ

のもんが

めだつ。林
りん

縁
えん

や伐
ばっ

採
さい

後
ご

の草
そう

原
げん

などで見
み

られる。早
そう

朝
ちょう

や夕
ゆう

方
がた

に活
かっ

発
ぱつ

に飛
と

びまわり、いろいろな花
はな

に来
く

る。

アオハナムグリ ………………………………… 39

コウチュウでハナムグリのなかま。林
りん

縁
えん

や伐
ばっ

採
さい

後
ご

の

草
そう

原
げん

などに咲
さ

く花
はな

に来
き

て、花
か

粉
ふん

を食
た

べる。

アカシジミ …… 13,46,49,50/10 ページにイラスト

コナラやクヌギが多
おお

い雑
ぞう

木
き

林
ばやし

にすむシジミチョウ。

初
しょ

夏
か

に現
あらわ

れ、夕
ゆう

方
がた

に樹
じゅ

冠
かん

付
ふ

近
きん

を活
かっ

発
ぱつ

に飛
と

びまわる。

昼
ひる

間
ま

でもクリなどの花
はな

に来
く

る。

アカシデ ……………………………………………………

6,8,13,16,24,26,30,37,39,44,46,48,50,62

平
へい

地
ち

から山
さん

地
ち

の樹
じゅ

林
りん

に

生
は

える落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

。早
そう

春
しゅん

にふさ状
じょう

の赤
あか

い花
はな

が咲
さ

き、

芽
め

は赤
あか

みをおびる。

アカスジカメムシ ……………………………… 44

赤
あか

と黒
くろ

のたてじま模
も

様
よう

がめだつカメムシ。おもにセ

リのなかまの花
はな

や種
たね

のしるを吸
す

う。

アカスジキンカメムシ ……………………… 48

金
きん

緑
りょく

色
しょく

に赤
あか

色
いろ

のしま模
も

様
よう

が美
うつく

しいカメムシ。明
あか

るい

林
りん

内
ない

や、林
りん

縁
えん

の樹
じゅ

木
もく

の葉
は

の上
うえ

などで見
み

られ、葉
は

や

果
か

実
じつ

のしるを吸
す

う。

アカネズミ ……………………………………… 18,46

樹
じゅ

林
りん

や草
そう

原
げん

、農
のう

耕
こう

地
ち

にすむノネズミ。夜
や

行
こう

性
せい

で地
ち

中
ちゅう

にトンネルを掘
ほ

ってすみ、おもにドングリなどの植
しょく

物
ぶつ

の種
たね

や根
こん

茎
けい

を食
た

べるが、昆
こん

虫
ちゅう

も食
た

べる。

アカハナカミキリ ………………………… 12,48

林
りん

縁
えん

や伐
ばっ

採
さい

後
ご

の草
そう

原
げん

などで見
み

られるカミキリムシ。

白
はく

色
しょく

の花
はな

によく集
あつ

まり、花
か

粉
ふん

や蜜
みつ

を食
た

べる。幼
よう

虫
ちゅう

は、

枯
か

れ木
き

や伐
ばっ

採
さい

された木
き

の材
ざい

を食
た

べる。

アカハネムシ ……………………………………… 44

赤
あか

いはねがめだつ、体
からだ

がやわらかいコウチュウ。活
かっ

発
ぱつ

に動
うご

きまわり、よく飛
と

ぶ。枯
か

れ木
き

や倒
とう

木
ぼく

に集
あつ

まる。

アカハラ …………………… 31 ページに解
かい

説
せつ

とイラスト

アカマツ …………… 4,5,11,14,15,22,23,28,29,

31,35,37,39,45/34 ページに解
かい

説
せつ

とイラスト

アカメガシワ ……… 46/47 ページに解
かい

説
せつ

とイラスト

アキノキリンソウ ……… 13,24,26/27 ページに

解
かい

説
せつ

とイラスト

アゲハモドキ ……………………………………… 46

昼
ひる

間
ま

に活
かつ

動
どう

するガ。幼
よう

虫
ちゅう

は、ミズキのなかまの木
こ

の

葉
は

を食
た

べて育
そだ

つ。

アケビ ……………………… 41 ページに解
かい

説
せつ

とイラスト

アケビコノハ ……………………………………… 48

はねを閉
と

じて止
と

まっている姿
すがた

が、枯
か

れ葉
は

にそっくり

なガ。外
がい

敵
てき

におそわれると、はねを広
ひろ

げ、オレンジ

色
いろ

に黒
くろ

い目
め

玉
だま

模
も

様
よう

のある後
うし

ろばねを見
み

せて、おどろ

かせる。

アサギマダラ ………………………………… 15,25

大
おお

型
がた

のマダラチョウのなかま。明
あか

るい林
りん

内
ない

や、花
はな

が

多
おお

く咲
さ

く草
そう

原
げん

をゆったりと飛
と

ぶ、長
ちょう

距
きょ

離
り

を移
い

動
どう

し、

旅
たび

するチョウとして知
し

られる。

アサマイチモンジ ……………………………… 44

中
ちゅう

型
がた

のタテハチョウ。日
ひ

当
あ

たりのよい林
りん

縁
えん

や、伐
ばっ

採
さい

後
ご

の草
そう

原
げん

などで見
み

られる。

アシナガオトシブミ …………… 12,13,16,24,

46,48,50/12 ページにイラスト

クヌギやコナラなどの樹
じゅ

上
じょう

にすむ小
ちい

さなコウチュウ

で、成
せい

虫
ちゅう

はそれらの葉
は

を食
た

べる。クヌギやコナラな

どの葉
は

に卵
たまご

を産
う

みつけ、巻
ま

いて揺
よう

籃
らん

をつくる。揺
よう

籃
らん

は葉
は

につけたままか、切
き

り落
お

とす。

アズマネザサ ………………………… 36,38,62,63

雑
ぞう

木
き

林
ばやし

や野
の

原
はら

、土
ど

手
て

などに群
ぐん

生
せい

するササ。地
ち

下
か

茎
けい

を

伸
の

ばして広
ひろ

がり、雑
ぞう

木
き

林
ばやし

では定
てい

期
き

的
てき

な下
した

草
くさ

刈
が

りをし

ないと、ほかの植
しょく

物
ぶつ

が育
そだ

たなくなるほど密
みっ

生
せい

する。

アズマヒキガエル ……………………………… 18

大
おお

型
がた

で動
どう

作
さ

がにぶい、夜
や

行
こう

性
せい

のカエル。春
はる

に産
さん

卵
らん

の

ために田
た

んぼや農
のう

家
か

の庭
にわ

の池
いけ

などに集
あつ

まる以
い

外
がい

は、

水
みず

辺
べ

からはなれた雑
ぞう

木
き

林
ばやし

や農
のう

耕
こう

地
ち

、農
のう

家
か

の庭
にわ

など

で生
せい

活
かつ

している。

アナグマ ……………………………………………… 46

イタチのなかまで夜
や

行
こう

性
せい

。雑
ざっ

食
しょく

性
せい

で昆
こん

虫
ちゅう

やネズミ、

ヘビ、果
か

実
じつ

などを食
た

べる。するどいつめで迷
めい

路
ろ

のよ

うな巣
す

穴
あな

を掘
ほ

るので、この名
な

がある。

アブラゼミ …………………………17 ページにイラスト

茶
ちゃ

色
いろ

のはねをもつセミ。雑
ぞう

木
き

林
ばやし

や農
のう

家
か

の庭
にわ

など、お

もに落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

が生
は

えている場
ば

所
しょ

で発
はっ

生
せい

する。オス

は真
ま

夏
なつ

にジー・ジリジリジリーと鳴
な

く。

アマガエル …………………………………… 16,18

小
こ

型
がた

の黄
き

緑
みどり

色
いろ

のカエル。広
こう

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

や農
のう

家
か

の庭
にわ

、田
た

んぼのまわりのやぶなどにすみ、昼
ひる

は葉
は

の上
うえ

などで

じっとしている。雑
ぞう

木
き

林
ばやし

では、夜
よる

に樹
じゅ

液
えき

に集
あつ

まる小
ちい

さな昆
こん

虫
ちゅう

をねらって、クヌギなどの幹
みき

にいることが

多
おお

い。灰
はい

褐
かっ

色
しょく

のもののほか、まれに空
そら

色
いろ

や黄
き

色
いろ

のも

のもいる

イカル ………………………………………………… 46

樹
じゅ

林
りん

や、そのまわりの農
のう

耕
こう

地
ち

にすむ留
りゅう

鳥
ちょう

。太
ふと

く大
おお

き

なくちばしで、かたい木
き

の実
み

や草
くさ

の種
たね

を食
た

べる。木
き

のこず

えで、ゆっくりとキーコーキー

コーと鳴
な

く。

イタチ
小
こ

型
がた

で細
ほそ

長
なが

い体
からだ

をもつ、すばし

こい哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

。昼
ひる

間
ま

も夜
よる

も活
かつ

動
どう

し、田
た

んぼや池
いけ

、沼
ぬま

などの水
みず

辺
べ

で見
み

る

ことが多
おお

い。肉
にく

食
しょく

性
せい

で、ネズミやカエル、魚
さかな

などを

食
た

べ、農
のう

家
か

で飼
か

っているニワトリをおそうこともある。

イチモンジカメノコハムシ …………… 25,47

カメのこうらのような姿
すがた

のコウ

チュウで、ハムシのなかま。体
からだ

のふちが、透
とう

明
めい

になっている。

イヌシデ
平
へい

地
ち

から山
さん

地
ち

の

樹
じゅ

林
りん

に多
おお

く生
は

え

る落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

。

早
そう

春
しゅん

に咲
さ

く花
はな

は

黄
こう

褐
かっ

色
しょく

。

ウグイス …………………62/5 ページに解
かい

説
せつ

とイラスト

ウグイスカグラ
低
てい

木
ぼく

の落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

。

明
あか

るい雑
ぞう

木
き

林
ばやし

の林
りん

内
ない

や林
りん

縁
えん

に生
は

える。早
そう

春
しゅん

にピンク色
いろ

の花
はな

を

咲
さ

かせる。

ウシアブ ……………………………………………… 16

大
おお

型
がた

のハエのなかま。するどくとがった口
くち

で家
か

畜
ちく

や

人
ひと

の血
ち

を吸
す

う。樹
じゅ

液
えき

にも来
く

る。

ウシカメムシ ……………………………………… 31

胸
きょう

部
ぶ

の両
りょう

はしがウシの角
つの

のようにと

び出
で

ているカメムシ。植
しょく

物
ぶつ

の葉
は

や茎
くき

のほか、樹
き

の幹
みき

に産
う

みこまれたセミ

の卵
たまご

のしるなどを吸
す

う。

ウスタビガ …………………………………27,30,51

秋
あき

の終
お

わりに出
しゅつ

現
げん

する大
おお

型
がた

のガ。幼
よう

虫
ちゅう

はコナラやサ

クラなど、広
こう

葉
よう

樹
じゅ

の葉
は

を食
た

べる。成
せい

虫
ちゅう

は口
くち

がもたず、

繁
はん

殖
しょく

行
こう

動
どう

だけをおこなう。木
き

の枝
えだ

にぶら下
さ

がる黄
き

緑
みどり

色
いろ

のまゆは独
どく

特
とく

な形
かたち

で、空
そら

になった冬
ふゆ

もめだつ。

ウバタマムシ
大
おお

型
がた

のタマムシ。全
ぜん

体
たい

が木
もく

目
め

模
も

様
よう

で、

にぶく光
ひか

るあわい赤
しゃく

銅
どう

色
しょく

。マツの

生
は

える雑
ぞう

木
き

林
ばやし

で見
み

られ、幼
よう

虫
ちゅう

はマ

ツの弱
よわ

った木
き

や枯
か

れた木
き

の材
ざい

を食
た

べる。

ウマノオバチ ……………………………………… 50

メスの産
さん

卵
らん

管
かん

がとても長
なが

い寄
き

生
せい

バチ。体
たい

長
ちょう

の１０倍
ばい

近
ちか

くある産
さん

卵
らん

管
かん

を、ミヤマカミキリの幼
よう

虫
ちゅう

が開
あ

けた

穴
あな

に入
い

れ、幼
よう

虫
ちゅう

の体
からだ

にさして産
さん

卵
らん

する。

ウメノキゴケ ……………………………………… 62

樹
じゅ

皮
ひ

や岩
いわ

に着
ちゃく

生
せい

する地
ち

衣
い

類
るい

。種
しゅ

類
るい

が多
おお

い。大
たい

気
き

汚
お

染
せん

に弱
よわ

く、きれいな空
くう

気
き

の環
かん

境
きょう

で発
はっ

生
せい

する。

ウラギンシジミ …………………………………… 27

はねのうらが銀
ぎん

白
はく

色
しょく

のシジミチョウ。はねの表
おもて

はこ

げ茶
ちゃ

色
いろ

で、オスにはオレンジ色
いろ

の、メスには白
しろ

いも

んがある。秋
あき

に多
おお

く見
み

られる。

ウラギンヒョウモン …………………………… 38

タテハチョウのなかま。山
さん

地
ち

や丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

の明
あか

るい草
そう

原
げん

を活
かっ

発
ぱつ

に飛
と

びまわり、いろいろな花
はな

に来
く

る。初
しょ

夏
か

に

現
あらわ

れ、夏
か

眠
みん

したのち、ふたたび秋
あき

に活
かつ

動
どう

する。

ウラゴマダラシジミ ……………………… 13,47

初
しょ

夏
か

に現
あらわ

れるシジミチョウで、ゼフィルスのなかま。

ルリシジミのメスに似
に

ている。クリの花
はな

などによく来
く

る。午
ご

後
ご

に活
かっ

発
ぱつ

に飛
と

びまわる。

ウラシマソウ
サトイモのなかまの多

た

年
ねん

草
そう

。

春
はる

に「仏
ぶつ

炎
えん

苞
ほう

」とよばれる特
とく

別
べつ

なおおいをもつ大
おお

きな花
はな

を

つける。花
はな

の先
さき

が糸
いと

状
じょう

に長
なが

く

のびて垂
た

れさがった様
よう

子
す

を

昔
むかし

話
ばなし

の浦
うら

島
しま

太
た

郎
ろう

の釣
つり

ざおに

見
み

立
た

て、この名
な

がある。

ウラナミアカシジミ ……………………13,44,46

初
しょ

夏
か

に現
あらわ

れるシジミチョウで、ゼフィルスのなかま。

幼
よう

虫
ちゅう

はおもにクヌギの葉
は

を食
た

べ、新
しん

芽
め

を好
この

むため伐
ばっ

採
さい

して数
すう

年
ねん

の若
わか

い木
き

ばかりの林
はやし

で大
たい

量
りょう

に発
はっ

生
せい

する。

夕
ゆう

方
がた

から暗
くら

くなるまで活
かっ

発
ぱつ

に飛
と

びまわる。

エゴシギゾウムシ ……………………………… 17

背
せ

中
なか

の白
しろ

い「エ」の字
じ

と、

細
ほそ

長
なが

く伸
の

びた口
くち

ふんが特
とく

徴
ちょう

のゾウムシ。エゴノキの実
じつ

に、長
なが

い口
くち

ふんを使
つか

って穴
あな

を開
あ

けて産
さん

卵
らん

する。

エゴツルクビオトシブミ
…………………… 9,13,17,25,47/12 ページにイラスト

オスの首
くび

が鳥
とり

のツルの首
くび

のように長
なが

いオトシブミ。

成
せい

虫
ちゅう

はエゴノキの葉
は

を食
た

べる。葉
は

に卵
たまご

を産
う

みつけて

巻
ま

き、揺
よう

籃
らん

をつくり、葉
は

につけたままにするか、切
き

りおとす。

エゴノキ ………6,7,8,9,13,16,17,24,25,26,27,

30,31,44,46,47,48,49,51,62

平
へい

地
ち

から山
さん

地
ち

の樹
じゅ

林
りん

に生
は

える落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

。小
ちい

さな川
かわ

沿
ぞ

いに多
おお

く見
み

られる。ぶら下
さ

がって咲
さ

く星
ほし

型
がた

の白
しろ

い

花
はな

には、特
とく

にハナバチ類
るい

が集
あつ

まる。

エゴヒゲナガゾウムシ ……………………… 17

顔
がん

面
めん

が平
ひら

たくウシのように見
み

え

るゾウムシ。別
べつ

名
めい

ウシヅラヒゲ

ナガゾウムシとよばれる。オス

は角
つの

のように目
め

が飛
と

び出
で

てい

る。メスはエゴノキの実
み

をか

じって穴
あな

を開
あ

け、産
さん

卵
らん

する。

エサキモンキツノカメムシ ………………… 30

背
せ

中
なか

のクリーム色
いろ

のハートマーク

が特
とく

徴
ちょう

のカメムシ。落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

の

葉
は

の上
うえ

にいることが多
おお

い。メスは

卵
たまご

や幼
よう

虫
ちゅう

を守
まも

る習
しゅう

性
せい

がある。

エナガ …………………………………… 26,30,31,41

雑
ぞう

木
き

林
ばやし

などの樹
じゅ

林
りん

に多
おお

い留
りゅう

鳥
ちょう

。長
なが

い尾
お

と小
ちい

さなくち

ばしが特
とく

徴
ちょう

。繁
はん

殖
しょく

期
き

以
い

外
がい

は群
む

れで行
こう

動
どう

し、シジュウ

カラやメジロなどと混
こん

群
ぐん

になっていることが多
おお

い。

おもに昆
こん

虫
ちゅう

を食
た

べる。ジュリ、ジュリとよく鳴
な

く。

エノキ ………………………………………………… 40

雑
ぞう

木
き

林
ばやし

の周
しゅう

辺
へん

や川
かわ

沿
ぞ

い

などの開
あ

けた場
ば

所
しょ

に生
は

える落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

で、巨
きょ

木
ぼく

になる。花
はな

はめだた

ず、秋
あき

に実
みの

る実
み

は甘
あま

く

て野
や

鳥
ちょう

がよく集
あつ

まる。

オオクワガタ …………… 19 ページに解
かい

説
せつ

とイラスト

オオスズメバチ …………………………… 21,24

日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

のハチ。オスは毒
どく

針
ばり

を持
も

たない。成
せい

虫
ちゅう

は、

幼
よう

虫
ちゅう

がはき出
だ

す栄
えい

養
よう

液
えき

や、樹
じゅ

液
えき

、花
はな

の蜜
みつ

を吸
す

う。幼
よう

虫
ちゅう

にあたえるために昆
こん

虫
ちゅう

やクモを狩
か

る。巣
す

は土
つち

の中
なか

や樹
じゅ

木
もく

のうろの中
なか

などにつくる。

オオゾウムシ ……………………………………… 24

日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

のゾウムシ。クヌギなどの樹
じゅ

液
えき

によく集
あつ

ま

る。幼
よう

虫
ちゅう

は弱
よわ

った樹
じゅ

木
もく

や枯
か

れ木
き

の材
ざい

を食
た

べる。

オオタカ ………………………………………11,31,36

ワシ・タカのなかまで留
りゅう

鳥
ちょう

。ネズミやウサギ、カモ

などの鳥
とり

を捕
と

らえて食
た

べる。里
さと

山
やま

における食
しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

の頂
ちょう

点
てん

の生
い

きもの。

オオバギボウシ ……………… 9,13,16,17,18,

20,24,25,26,27,31,39,44,45,47,49,51,63

樹
じゅ

林
りん

内
ない

や林
りん

縁
えん

に生
は

える多
た

年
ねん

草
そう

。大
おお

きな葉
は

が特
とく

徴
ちょう

で、

※里
さと
山
やま
の雑

ぞう
木
き
林
ばやし
の生

い
きものの名

な
前
まえ
を五

ご
十
じゅう
音
おん
順
じゅん
になら

べて、この本
ほん
に出

で
てくるページを示

しめ
し、かんたんな説

せつ

明
めい
をつけてあります。ページが書

か
かれていない生

い
きも

のは本
ほん
編
ぺん
にえがかれていない種

しゅ
類
るい
です。

林の

生
い

きもの図
ず

鑑
か　ん

ば や し

木
き雑

ぞ　う


